




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守善寺前（金森川） 

 

浮気町里中（守山川） 

 

酒蔵前（伊勢戸川） 

 

 
目田川モデル河川（目田川） 

 

 

ほたるの森資料館 

 

東門院（金森川） 

 

 
三津川河川公園（三津川） 

 
蓮正寺横（境川） 

 

今宿土橋下流（吉川） 

 

全体図 

 

マップのデータについて 

 調査期間 
2010 年 5 月 15 日～6 月 20 日 
 
調査地点数 
59 地点 
調査期間中 44 名の市民が調査に
参加した。 
 
マップの表示数 
得られた情報の中で最も多い数を

記録した。 
 
ホタルの数について 
ホタルは点滅・草の陰・飛翔によ
り正確に数えるのは非常に難しい
が、あえてホタルの匹数の情報を

市民から提供してもらった。 
 

＜20１０飛翔状況＞ 

 

 
ほたるの森資料館 

キャラクター「もぴか」 

 

 

ほ た る マ ッ プ 

 



  

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

ＮＰＯ法人びわこ豊穣の郷 

ほたる委員会リーダー 吉川 正信 

私たちの活動では自然に近い状態でのホタルの飼育・増

殖を通して、ゲンジボタルとカワニナ等に適切な水辺の自

然環境を学んでいます。 

さらには市内のホタルの自然発生をうながすために、飼

育したホタルの幼虫の放流を行っています。 

後に見に来る人、明日来る人、また来年も楽しむために、

次世代に託すホタルの捕獲はしないようにお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

守山市ほたるの森資料館  

 副館長 古川 道夫 

守山市ほたるの森資料館には一本のほたる河川が

あり、初夏の宵多くのゲンジボタルの飛翔が見られま

す。 

ここはホタル保護区域でもあり、地下水を水源とし、

木々に囲まれた昔の川をほうふつとさせる場所です。

一年をとおして植物、生物および水辺環境の維持管理

をしながら、将来ホタルが自然発生することを目指し

て努力しています。 

ホタルを観察したり鑑賞したりすることで、自然と

人間について深く考える人がひとりでも多くなり、理

想的な河川環境ができあがっていくことを希望して

います。 

 
 

１ 適当な暗さと飛翔空間 
（5月中旬～6月中旬） 

 ホタルは、夜の街路灯や防犯灯が明る過ぎると､

どこかに飛び去ります。（新聞が読みづらい程の暗

さが必要です。) ホタル（成虫）の平均寿命は、

オスが約 10 日、メスは約 14 日です。休息等のた

めの樹木や植物が必要です。 

２ 水辺の苔（5月下旬～6月下旬） 
 メスのホタルは、交尾後約 3 日で水辺の苔に約

500～800 個の卵を産みます｡ 適当な苔が無いと､

どこかに産卵しますが、孵化の確率が低下します。 

３ 小さなカワニナ（6月下旬～7月下旬） 
 孵化した幼虫は、体長が 1.5～2mm で、エサに

なる同程度のカワニナが必要です。 

４ 適当な大きさのカワニナ 
（8月初旬～3月下旬） 

 幼虫は春になるまでに 30mm 前後の大きさに

なりますが、幼虫の成長に合った大きさの カワニ

ナ が順次必要です（約 1 個/週）。 

５ 岸に柔らかい土 
 3月末から4月中旬の雨の夜､さなぎになるため

に川岸に上陸しますが､岸に保水性・通気性の柔ら

かい土がなければ、幼虫の体は柔らかいので土中

にもぐれません。 

６ 適当な雨 
 土にもぐった幼虫は、約 50 日で羽化（成虫）

し、土の中から出てきます。 

 

 上記の条件が､ホタルの成長に合った必要な時期に

なければ、そこで絶えてしまうおそれがあります。 
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龍谷大学理工学部 

教授 遊磨 正秀 

一度は守山からその姿を消したホタル。そのホタルは

今、とりわけ市街地に近いところに戻って来ました。そ

の様子は、より多くの方々から情報が集まれば集まるほ

どより詳細にわかるようになります。でも、多いか少な

いかといった状態は年による違いも自然と生じますから、

長い目で観察を続ける必要があります。 

 そして、そのような情報を毎年積み重ねていくと、ど

ういったところがホタルたちにとって快適なのか、とい

う点もより明らかになります。さらに10年、20年と情

報が蓄積されると、環境改善や、地域開発との関係もみ

えてくることでしょう。ホタルはその光が美しいだけで

なく、環境の質を私たちに訴えかけてくれる親しい生き

物です。ぜひ息長く情報蓄積活動を続けていただくこと

を願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児が作ったほたるの歌を大合唱 

１ 市民からホタルが飛んでいる情報を電話等
で提供していただき、ホタルを通じて､河川

や水環境について関心を深めてもらう。 
２ 市内で飛び交うホタルを、広く市民に知ら

せ、市民の誇りとして､大切に保護していた

だく。 
３ ホタルの発生状況の推移や環境保全の経年

変化など調査研究の資料とする。 

ほ た る マ ッ プ 作 成 の 趣 旨 
 

ゲ ン ジ ボ タ ル の 一 生 継続的なホタル飛翔のために！ 

■ＮＰＯ 法人びわこ豊穣の郷 
 〒524-0041  滋賀県守山市勝部 5-10-25 
 TEL･FAX   077-583-8686 
 URL: http://www.lake-biwa.net/akanoi/ 

 E-mail   houjyou@lake-biwa.net 
 
■守山市ほたるの森資料館 
 〒524-0051 守山市三宅町 10番地 

（市民運動公園内） 
 TEL･FAX  077-583-9680 
URL:http://www.lake-biwa.net/hotarunomori/ 

E-mail   hotaru@lake-biwa.net 
 
■ほたる会 
 事務局（ほたるの森資料館） 

調 査 作 成 

 
ホタルの卵 

ホタルの幼虫 

 

 

 

ＮＰＯ法人 びわこ豊穣の郷 

ホ タ ル 専 門 家 の コ メ ン ト   
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